腎生検について ; その1 by unknown
一　　　　　　　　　　　　臥．． KIDNEY　～～ESSAGE　＞ol．12
腎生検について（その1）
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今回は、腎生検についてお話します。
われわれの体に左右一対ある腎臓では、糸球体というところで体内の血液をろ過した後、尿細管に
おいて必要な物質は再度取り込み、不要な物質は捨てることにより、尿を作り出しています。人間
の体は、腎臓のこの働きによって、適切に維持されています。この腎臓でなんらかの異常が起こると、
尿や血液検査に異常が見られるようになります。
血液検査で腎臓に関連する数値に異常が見られた場合や症状はなくても尿検査で蛋白や血液反応が
見られ、腎臓以降の尿管、膀胱、尿道（あわせて尿路系といいます）に異常がない場合、腎臓に何
らかの病気（腎炎）などが起こっている可能性が高くなります。この腎炎には、様々な種類があり
ますが、それぞれに治療法が異なります。残念ながら現在の医学では、血液検査やCT、MRIや
超音波検査を用いても、その腎臓の異常の原因がなんであるかを確定することは出来ません。そこで、
先ほどお話した糸球体や尿細管など腎臓組織を顕微鏡で詳しく検査するために、一部組織を採取す
る検査（＝腎生検）が必要となってくるのです。
団腎生検時の年齢
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□60歳～
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当科では、1993年から15年間の間に、約150例の超音波（エコー）ガイド下の腎生検を行ってきま
した。今回は、この腎生検の分析についてお示しいたします。
図1をご覧ください。当科の腎生検：は、15歳から81歳までの患者様に実施されました。
年代毎に万遍なく、実施されていることがお分かりになると思います。若い方には症状はなくても
将来の腎障害の防止のために、一方高齢の方でも現在の腎機能障害の治療のために、年齢によらず
積極的に行っているのが特徴です。
腎生検によってついた診断名を、図2に示します。Iga腎症が一番多く約1／4を占めています。
若い方に多く見られるこの疾患は、将来的に約25％の方が腎不全に陥ります。しかし、早期にしっ
かりと治療をすることにより、これを防げる可能性が高いとされています。
また、高齢者に多いのですが、急速に腎機能が悪化する半月体形成性腎炎の患者様も4％に見られ
ました。この疾患は時間との勝負なのですが、とにかく早期に診断し、治療を開始することにより、
腎不全（＝透析）が防げることがわかっています。
そういった理由で、腎臓の異常が疑われた場合、当科では積極的に腎生検をお勧めしているのです。
次回は、腎生検入院の実際について、お話したいと思います。
回病理組織検査結果（全体）
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■lga腎症
■巣状糸球体硬化症
二丁性腎症
□微小変化群
■腎硬化症
□半月体形成性腎炎
■糖尿病性腎症
996
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ロループス腎炎
■膜性増殖性腎炎
□終末三三
■間質性腎炎
圓NoGN，MGA
■検体不良
■その他
■臨話一一［一瀧35
